
　　中小企業対策特別委員会

　　　自由民主党・自由国民会議　９人　　平成会…………………………　６人

　　　日本社会党・護憲民主連合　３人　　日本共産党………………………１人

　　　新緑風会……………………………１人　　　　　　　計20人

　　国会等の移転に関する特別委員会

　　　自由民主党・自由国民会議　９人　　平成会……………………………　６人

　　　日本社会党・護憲民主連合　３人　　日本共産党……………………………1人

　　　参議院フォーラム………………１人　　　　　　　　　　　　　　　計20人

　○次の構成により庶務関係小委員会及び図書館運営小委員会を設置すること

　　を決定した後、それぞれ小委員及び小委員長を選任した。

　　　自由民主党・自由国民会議　７人　　平成会…………………………………4人

　　　日本社会党・護憲民主連合　３人　　日本共産党………………………… 1人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計15人

　　　なお、各小委員の変更の件については、委員長に一任することに決定し

　　た。

　○事務総長の辞任及びその補欠選任について決定した。

　○事務総長から内閣総辞職の報告を聴いた。

　○会期を３日間とすることに決定した。

　○本日の本会議の議事に関する件について決定した。

○平成８年１月12日（金）（第２回）

　○小委員長の補欠選任を行った。

　○議院及び国立国会図書館の運営に関する件の継続審査要求書を提出するこ

　　とに決定した。

　○閉会中における本委員会所管事項の取扱いについてはその処理を委員長に、

　　小委員会所管事項の取扱いについてはその処理を小委員長にそれぞれ一任

　　することに決定した。

　〇本日の本会議の議事に関する件について決定した。

　　　　　　　　　　【科学技術特別委員会】

　（１）審議概観

　〔国政調査等〕

　平成７年12月27日、高速増殖原型炉「もんじゅ」のナトリウム漏えい事故に

ついて浦野科学技術庁長官及び関係政府当局から報告を聴取し、同長官、関係

政府当局及び参考人に対し質疑を行った。



　質疑の主な論点は、ナトリウム火災の状況、漏えい事故に関する情報公開の

在り方、ナトリウムを利用した高速増殖炉の現状、動力炉・核燃料開発事業団

の事業運営上の問題点、科学技術庁の指導、監督問題等であった。

（2）委員会経過

○平成７年12月27日（水）（第134回国会閉会後第１回）

　○参考人の出席を求めることを決定した。

　○高速増殖原型炉「もんじゅ」のナトリウム漏えい事故に関する件について

　　浦野科学技術庁長官及び科学技術庁当局から報告を聴いた後、同長官、科

　　学技術庁当局、参考人動力炉・核燃料開発事業団理事長大石博君及び同事

　　業団理事高橋忠男君に対し質疑を行った。

○平成８年１月11日（木）（第１回）

　○特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成８年１月12日（金）（第２回）

　○科学技術振興対策樹立に関する調査の継続調査要求書を提出することを決

　　定した。

　○閉会中に委員派遣を行うことを決定した。

【環境特別委員会】

○平成８年１月11日（木）（第１回）

　○特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成８年１月12日（金）（第２回）

　○公害及び環境保全対策樹立に関する調査の継続調査要求書を提出すること

　　を決定した。

　　　　　　　　　　　【災害対策特別委員会】

○平成８年１月11日（木）（第１回）

　○特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成８年１月12日（金）（第２回）

　○災害対策樹立に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。

　○閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。




